
大
學
博
士
從
五
位
下
刀
利
康
嗣
　
一
首
【
年
八
十
一
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

宴

嘉
　
辰
　
光
　
華
　
�

淑
　
氣
　
風
　
自
　
春

　
　
ヒ

　
　
ヲ

金
　
堤
　
拂
二
　

�
　
柳
一

　
　
フ

玉
　
沼
　
泛
二
　

輕
　
鱗
一

爰
　
降
　
豐
　
宮
　
宴

廣
　
垂
　
柏
　
梁
　
仁

　
　
　
　
ト
シ
テ　
　
シ

八
　
音
　
寥
　
亮
　
奏

　
　
ル

百
　
味
　
馨
　
香
　
陳

日
　
落
　
松
　
影
　
闇

　
　
　
ナ
リ

風
　
和
　
�
　
氣
　
新

俯
　
仰
　
一
　
人
　
�

唯
　
壽
　
萬
　
�
　
眞

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  
、
、

　
侍
宴
、
嘉
辰
、
淑
景
、
宮
中
春
色
爛
漫
の
時
、
御
宴
を
設
け
羣
臣
を
會
す
る
。
�
柳
は
新
柳

し
だ
れ
や
な
ぎ

  

、
、

  

、
、
、

な
り
。
枝
垂
柳
な
り
。
輕
鱗
は
水
上
に
�
ぶ
小
魚
な
り
。
共
に
外
景
。
豐
宮
宴
、
漢
の
高
�
は

豐
沛
の
人
、
�
位
し
て
其
の
民
を
復
す
。
後
人
因
て
帝
王
の
故
�
を
豐
沛
と
爲
す
。
漢
の
武
帝

  

、
、

  

、
、

は
羣
臣
と
柏
梁
臺
に
會
し
、
宴
を
開
き
以
て
詩
を
賦
す
。
八
音
は
八
ツ
の
鳴
り
物
、
金
と
石
と

  

、
、
、
、
、

絲
と
竹
と
匏
と
土
と
革
と
木
と
な
り
。
種
種
の
鳴
器
を
奏
す
る
な
り
。
百
味
馨
香
陳
、
�
に
上

  

、
、

る
も
の
、
皆
美
珍
な
る
を
謂
ふ
。
日
落
の
�
字
は
不
�
な
る
も
、
作
�
は
氣
が
付
か
ざ
り
し
な

  

、
、

  

、
、

り
。
單
に
日
暮
ま
で
宴
に
侍
し
た
る
を
言
ふ
の
み
。
一
人
は
天
子
を
云
ふ
。
羣
臣
皆
天
子
萬
�

を
稱
て
以
て
其
の
�
を
頌
す
。
是
れ
眞
實
に
し
て
�
假
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。



皇
太
子
學
士
從
五
位
下
伊
與
部
馬
養
　
一
首
【
年
四
十
五
】

　
　
テ
　
　
ニ　
　
ス
　
　
ニ

五
言
從
レ

駕
應
レ

詔

　
　
ヒ

　
　
ニ

堯
　
帝
　
叶
二
　

仁
　
智
一

　
　
フ

　
　
ヲ

仙
　
蹕
　
玩
二
　

山
　
川
一

疊
　
嶺
　
杳
　
不
レ
　

極

　
　
テ

驚
　
波
　
斷
　
復
　
�

　
　
キ

　
　
ヲ

雨
　
�
　
雲
　
卷
レ
　

蘿

　
　
　
キ
テ

　
　
フ

霧
　
盡
　
峯
　
舒
レ
　

�

　
　
シ

　
　
ヲ

舞
レ
　

庭
　
落
二
　

夏
　
槿
一

　
　
テ

　
　
ニ
　
　
　
カ
ス

　
　
ヲ

歌
レ
　

林
　
驚
二
　

秋
　
�
一

　
　
ヘ

　
　
ヲ

仙
　
槎
　
泛
二
　

榮
　
光
一

　
　
フ

　
　
テ

鳳
　
笙
　
帶
二
　

�
　
煙
一

　
　
ノ

豈
　
獨
　
瑶
　
池
　
上

　
　
フ

　
　
ノ

方
　
唱
　
白
　
雲
　
篇

  

、
、

  

、

　
從
駕
、
天
皇
行
幸
、
隨
駕
し
て
作
る
。
蹕
の
本
義
、
君
王
行
幸
の
�
路
を
警
戒
し
て
、
行
人
  

、
、

  
、
、

を
停
め
る
に
在
る
。
轉
�
し
て
御
輿
の
意
味
に
用
ふ
、
疊
嶺
の
五
字
、
山
の
景
を
謂
ふ
。
驚
波

  

、
、

  

、

  

、

  

、

  

、
、

  
、

の
五
字
、
水
の
景
を
謂
ふ
。
雨
�
れ
る
が
故
に
雲
が
蘿
を
卷
く
な
り
、
霧
盡
れ
た
る
が
故
に
峯

  

、

  

、

  

、

  

、

む
く
げ

が
�
を
舒
べ
た
る
な
り
。
而
し
て
庭
上
に
舞
ひ
落
た
る
も
の
は
夏
の
槿
な
り
、
詩
成
り
て
林
に

  

、
、
み
　
ふ
ね

  

、

向
つ
て
歌
ふ
。
其
の
聲
に
秋
�
は
驚
く
な
り
。
仙
槎
は
御
舟
と
見
る
べ
し
。
水
上
の
景
色
。
鳳

  

、

  

、
、

  

、

笙
は
�
中
に
て
笙
を
吹
く
。
其
の
聲
�
煙
を
帶
ぶ
。
瑶
池
、
昔
穆
王
は
王
母
と
瑶
池
上
に
宴
し

  

、
、
、

た
る
こ
と
を
詫
る
が
、
今
日
の
會
も
同
じ
き
も
の
な
り
。
獨
穆
王
の
み
に
あ
ら
ず
。
白
雲
篇
は

佳
詩
を
謂
ふ
。



從
四
位
下
播
�
守
太
石
王
　
一
首
【
年
五
十
七
】

　
　
　
シ
テ　
　
ニ　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

宴
應
レ

詔

　
　
ヒ

　
　
ニ

淑
　
氣
　
�
二
　

高
　
閣
一

　
　
ク

　
　
ニ

�
�
�
�

灼
二
　

景
　
春
一

　
　
リ

　
　
ニ

叡
　
�
　
留
二
　

金
　
堤
一

　
　
ス

　
　
ニ

�
　
澤
　
施
二
　

羣
　
臣
一

　
　
ケ

琴
　
瑟
　
設
二
　

仙
　
�
一

　
　
ク

　
　
ニ

�
　
酒
　
啓
二
　

水
　
濱
一

　
　
　
リ
ニ
　
　
リ

　
　
ヲ

叨
　
奉
二
　

無
　
限
　
壽
一

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
　
キ
ヲ

倶
　
頌
二
　

皇
　
恩
　
均
一

  

、
、

か

け
ん

　
淑
氣
は
和
氣
、
春
の
人
に
可
な
る
氣
分
を
言
ふ
。
�
は
眷
と
同
義
、
�
顧
、
�
戀
、
と
用
ふ
。

  

、
、

天
子
な
る
が
故
に
叡
�
と
用
ふ
、
金
堤
は
堤
の
奇
麗
な
る
を
言
ふ
の
み
な
ら
ず
、
堤
の
堅
固
な

  

、

か
み

え
い

つ
い

お
ん
た
く

る
を
意
味
す
る
な
り
。
�
の
字
は
上
の
叡
の
字
に
對
す
、
恩
澤
な
り
。
羣
臣
一
樣
に
恩
澤
を
蒙

  

、
、

  

、
、
、

む
る
。
琴
瑟
、
設
仙
�
、
琴
を
彈
じ
、
瑟
を
鼓
す
る
�
は
何
ぞ
、
是
れ
則
ち
仙
�
�
謂
下
民
の

  

、

行
を
得
ざ
る
禁
苑
に
設
く
。
�
章
を
作
り
、
酒
を
飮
む
は
、
水
濱
に
於
て
す
。
叨
自
分
の
分
際

を
超
え
て
と
云
ふ
�
辭
に
用
ふ
。
天
皇
の
爲
め
に
萬
�
を
唱
う
て
、
以
て
皇
恩
の
�
等
に
私
無

き
を
頌
し
奉
る
と
な
り
。



大
學
博
士
田
邊
�
百
枝
　
一
首

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
春
苑
應
應
レ

詔

　
　
シ

�
　
�
　
敦
二
　

汎
　
愛
一

　
　
シ

　
　
ヘ

�
　
功
　
亦
　
難
レ
　

陳

　
　
リ

　
　
ニ

唐
　
鳳
　
�
二
　

臺
　
下
一

　
　
ル

　
　
ニ

周
　
魚
　
�
二
　

水
　
濱
一

松
　
風
　
韻
　
添
レ
　

詠

　
　
フ

　
　
ニ

�
�
�
　
�
　
帶
レ
　

身

　
　
キ

　
　
ニ

琴
　
酒
　
開
二
　

芳
　
苑
一

　
　
ス

　
　
ニ

丹
　
�
　
點
二
　

英
　
人
一

　
　
マ

　
　
ニ

　
　
ノ

　
　
ニ

�
　
�
二
　

上
　
林
　
會
一

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ヲ

忝
　
壽
二
　

萬
　
年
　
春
一

  

、

  

、

  

、
、

し
　
あ
い

  

、
、

　
春
日
御
宴
に
侍
し
て
の
作
。
�
天
子
の
�
は
汎
愛
に
し
て
私
愛
に
は
あ
ら
ず
。
�
功
も
簡
短

  

、
、

に
は
陳
言
し
難
い
。
唐
鳳
は
堯
代
の
鳳
凰
は
�
人
の
爲
め
臺
下
に
�
�
す
。
李
唐
に
は
あ
ら
ず
。

  

、  

、

  
、
、

  

、

周
魚
、
周
の
上
古
は
仁
愛
深
く
し
て
、
殘
虐
の
事
無
し
、
魚
も
亦
水
に
樂
し
む
。
松
風
の
�
韻

  

、
、

は
、
詩
詠
を
添
ふ
べ
し
。
�
�
の
香
�
は
、
滿
身
に
帯
ぶ
べ
し
。
而
し
て
琴
と
酒
と
、
芳
苑
は

に
ぎ

  

、
、

賑
は
し
。
丹
【
畫
の
こ
と
】
�
と
【
書
の
こ
と
】
と
の
英
人
、
�
ち
「
ス
グ
レ
タ
人
」
が
點
筆

  

、
、
、

す
る
。
漢
代
の
上
林
會
、
�
ち
今
日
の
會
是
れ
な
り
。



從
四
位
下
兵
部
�
大
�
�
臣
安
�
呂
　
一
首
【
年
五
十
２
】

　
　
フ
　
　
ヲ

五
言
山
齋
言
レ

志

　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
ラ
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

知
二
　

�
　
居
　
趣
一

　
　
リ

　
　
ヌ

　
　
ノ　
　
　
　
ナ
ル
ヲ

來
　
�
　
山
　
水
　
幽

　
　
ノ

�
　
沈
　
煙
　
雲
　
外

攀
　
�
　
野
　
�
　
秋

　
　
テ

　
　
ヲ

稻
　
葉
　
�
レ
　

霜
　
落

　
　
テ　
　
　
　
カ
セ
テ

�
　
聲
　
�
レ
　

吹
　
流

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ヲ

�
　
爲
二
　

仁
　
智
　
賞
一

　
　
セ

　
　
ノ

　
　
ヲ

何
　
論
二
　

�
　
市
　
�
一

  

、
、
、

　
�
居
趣
、
山
齋
と
雖
も
決
し
て
隱
�
�
の
山
齋
に
は
あ
ら
ず
。
靜
を
愛
す
る
が
爲
め
の
山
齋

  

、
、
し
ゆ
つ
ぼ
つ

  
、
、
、
、

な
り
。
�
沈
は
出
沒
の
意
味
と
見
る
べ
し
。
山
水
の
間
に
游
べ
ば
、
煙
雲
の
外
に
出
沒
す
る
は

  

、
、

  

、
、
、

當
然
な
り
。
而
し
て
攀
�
す
る
は
野
�
秋
な
り
。
攀
の
字
「
ノ
ボ
ル
」
の
意
味
に
あ
ら
ず
、
賞

  

、
、
、
、
、

し
ぼ
む

  

、
、
、
、
、

�
す
る
意
味
な
り
。
稻
葉
�
霜
落
、
落
は
凋
の
意
味
に
見
よ
。
�
聲
�
吹
流
、
流
は
衰
期
の
意

味
。
此
の
如
き
秋
晩
の
景
色
は
、
只
仁
�
や
智
�
の
賞
す
る
の
み
。
�
市
の
�
�
ち
絲
竹
の
游

は
、
今
論
ず
る
�
に
あ
ら
ず
。
山
齋
自
然
の
游
は
、
人
間
有
意
の
樂
に
�
る
と
な
り
。



從
三
位
左
大
辨
石
川
�
臣
石
足
　
一
首
【
年
六
十
三
】

五
言
春
苑
應
レ

詔

　
　
シ

　
　
ヲ

�
　
衿
　
愛
二
　

良
　
�
一

　
　
ス

　
　
ニ

仁
　
趣
　
動
二
　

芳
　
春
一

　
　
チ

　
　
ニ

素
　
庭
　
滿
二
　

英
　
才
一

　
　
ク

　
　
ヲ

紫
　
閣
　
引
二
　

雅
　
人
一

　
　
　
シ
テ

　
　
ク

水
　
�
　
瑤
　
池
　
深

　
　
テ

　
　
　
ナ
リ

�
　
開
　
禁
　
苑
　
新

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
シ

戲
　
鳥
　
隨
レ
　

波
　
散

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ル

仙
　
舟
　
�
レ
　

石
　
�

　
　
メ

　
　
ヲ

舞
　
袖
　
留
二
　

�
　
鶴
一

　
　
ス

　
　
ヲ

歌
　
聲
　
落
二
　

梁
　
塵
一

　
　
　
レ
リ
　
　
　
　
ル
ル
ニ　
　
ヲ

今
　
日
　
足
レ
　

忘
レ
　

�

　
　
レ

　
　
フ

　
　
ノ

勿
レ
　

言
　
唐
　
帝
　
民

  

、
、

　
　
ノ

  

、
、

お
ん
お
も

  

、
、
、
、
、

　
�
衿
は
�
主
衿
懷
と
成
語
す
。
天
皇
が
良
�
を
愛
し
玉
ふ
御
懷
ひ
な
り
。
仁
趣
動
芳
春
、
天

  
、
、

皇
の
仁
、
此
の
芳
春
に
�
ふ
。
羣
臣
を
會
し
て
共
に
宴
せ
ん
と
の
趣
を
發
し
玉
ふ
な
り
。
素
庭

は
未
檢
出
典
。
考
ふ
る
に
宮
庭
は
無
塵
の
地
な
れ
ば
、
以
て
之
を
稱
し
た
る
な
る
べ
し
。
紫
庭
、

  

、
、
、

  

、
、

�
庭
、
は
多
く
使
用
す
。
素
庭
は
未
見
。
滿
英
才
、
才
學
の
臣
の
多
き
を
言
ふ
。
紫
閣
は
宮
中
。

  

、
、

  

、
、

  

、
、
、

  

、

雅
人
は
正
雅
人
。
水
�
き
が
故
に
、
戲
鳥
散
ず
る
な
り
。
水
深
き
が
故
に
仙
舟
�
る
な
り
。
舞

  

、
、
、
、

  

、
、

袖
留
�
鶴
、
席
興
を
扶
け
る
妓
女
等
の
歌
舞
の
巧
妙
な
る
を
謂
ふ
。
歌
聲
は
非
�
の
類
ま
で
�

じ
さ
せ
る
を
以
て
、
歌
ふ
�
に
梁
上
の
塵
が
落
ち
る
と
な
り
。
歌
聲
の
美
な
る
に
�
じ
て
梁
塵

  

、
、

が
落
つ
る
な
り
。
忘
�
、
�
は
記
す
る
が
普
�
に
な
る
に
忘
る
と
言
は
何
ぞ
。
�
を
記
し
て
は

  

、

  

、
、
、

無
爲
に
あ
ら
ず
、
�
を
忘
る
ゝ
が
無
爲
の
功
な
り
。
堯
の
世
�
ち
唐
帝
民
は
帝
�
を
忘
る
。
忘

れ
て
以
て
眞
の
無
爲
而
�
の
理
が
顯
は
る
ゝ
な
り
。
何
ぞ
是
を
唐
帝
の
民
と
の
み
言
は
ん
。
今



日
も
亦
是
れ
な
り
と
嘆
ず
る
意
味
な
り
。



從
四
位
下
刑
部
�
山
�
王
　
一
首

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
侍
レ

宴　
　
ク

　
　
ニ

至
　
�
　
洽
二
　

乾
　
坤
一

　
　
　
ナ
リ

　
　
ニ

�
　
�
　
�
二
　

嘉
　
辰
一

　
　
ニ

　
　
　
ナ
リ

四
　
�
　
�
　
無
　
爲

マ
サ
ニ

九
　
域
　
正
　
�
　
淳

　
　
シ

　
　
ヲ

元
　
首
　
壽
二
　

千
　
�
一

　
　
ヲ

股
　
肱
　
頌
二
　

三
　
春
一

　
　
　
ス
ル
　
　
ニ

優
　
優
　
沐
レ
　

恩
　
�

　
　
ヲ

誰
　
不
レ
　

仰
二
　

芳
　
塵
一

を
さ
か
べ

　
山
�
王
は
�
壁
親
王
の
子
。

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、

  

、
、

ぐ
わ
ん
た
ん

　
至
�
は
大
�
な
り
。
乾
坤
に
充
洽
せ
り
。
�
明
の
�
育
。
嘉
辰
は
多
く
元
旦
に
用
ふ
、
其
の

  

、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、

他
用
ひ
ず
。
四
�
�
爲
無
、
九
域
正
�
淳
、
四
�
も
天
下
、
九
域
も
天
下
、
天
下
は
無
爲
な
り
、

  

、
、

  

、
、

天
下
は
�
淳
な
り
。
元
首
は
天
皇
、
股
肱
は
羣
臣
、
�
壽
は
長
か
れ
と
�
る
。
正
月
の
始
め
に

  

、
、

  

、
、

於
て
、
三
春
の
嘉
辰
を
頌
す
。
優
優
ゆ
つ
た
り
と
皇
恩
に
沐
し
、
且
侍
宴
の
榮
を
荷
ふ
�
、
誰

が
芳
塵
を
敬
仰
せ
ざ
る
�
あ
る
や
。



正
五
位
上
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江
守
釆
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比
良
夫
　
一
首
【
年
五
十
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ス
　
　
ニ

五
言
春
日
侍
レ

宴
應
レ

詔

　
　
　
　
ス
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レ
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共
レ
　

�
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タ
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ニ

冠
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周
　
埋
レ
　

尸
　
愛
一

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ク

　
　
ヲ

　
　
ニ

駕
二
　

殷
　
解
レ
　

網
　
仁
一

　
　
　
シ
ク

淑
　
景
　
蒼
　
天
　
麗

　
　
ニ
　
　
　
ナ
ル

嘉
　
氣
　
碧
　
空
　
陳

　
　
ハ
　
　
　
ナ
リ

　
　
ノ

葉
　
�
　
園
　
柳
　
月

　
　
　
ナ
リ

　
　
ノ

�
　
紅
　
山
　
櫻
　
春

　
　
シ

　
　
ヲ

雲
　
間
　
頌
二
　

皇
　
澤
一

　
　
ス

　
　
ニ

日
　
下
　
沐
二
　

芳
　
塵
一

　
　
ク
　
　
　
シ
テ

　
　
ノ

　
　
ヲ

宜
下
　

獻
　
南
　
山
　
壽

マ
モ
ル

　
　
ヲ

千
　
秋
　
衞
中
　

北
　
辰
上

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、

　
唐
、
�
、
殷
、
周
の
四
�
は
、
�
謂
�
と
�
と
愛
と
仁
と
を
良
と
に
圓
滿
に
�
行
せ
し
時
代

ま
つ

な
り
。
而
か
も
其
の
末
は
殘
虐
の
王
出
で
た
る
を
以
て
、
民
心
離
れ
國
�
に
亡
び
る
。
今
は
其

  

、
、
、

  

、
、
、

の
上
世
の
善
政
時
代
を
譬
に
持
ち
來
り
て
、
頌
を
奉
る
な
り
。
埋
尸
愛
、
未
檢
。
解
網
仁
、
殷

の
湯
王
出
て
見
る
、
網
を
四
�
に
張
り
而
し
て
之
を
�
す
る
�
あ
る
を
。
曰
く
天
よ
り
降
り
、
地

か
ゝ

あ
ゝ

よ
り
出
で
、
四
方
よ
り
來
る
�
は
、
皆
吾
が
網
に
罹
れ
と
。
湯
の
曰
く
、
�
之
を
盡
く
せ
り
と
。

△

ひ
だ
り

み
ぎ

乃
ち
其
の
三
�
を
解
て
改
め
�
し
て
曰
く
、
左
せ
ん
と
欲
せ
ば
左
せ
よ
、
右
せ
ん
と
欲
せ
ば
右

せ
よ
、
命
を
用
ひ
ざ
る
�
は
吾
が
網
に
入
れ
と
。
�
侯
之
を
聞
い
て
曰
く
、
湯
の
�
至
れ
り
、
禽

  

、
、

  

、  

、

獸
に
及
ぶ
と
。
今
の
天
皇
は
其
れ
以
上
の
仁
で
あ
る
な
り
。
淑
景
は
春
景
な
り
、
嘉
氣
は
春
氣

  

、
、

  

、
、

  

、

  

、
、

  

、

  

、
、

  

、
、  

、
、
、

な
り
。
蒼
天
も
碧
�
も
意
義
同
じ
。
山
に
は
紅
櫻
あ
り
、
園
に
は
�
柳
あ
り
。
雲
間
頌
皇
澤
、

  

、
、
、
、
、

  

、

  

、
、

日
下
沐
芳
塵
、
�
天
子
に
咫
尺
し
て
其
の
恩
澤
を
頌
讚
し
、
其
の
芳
塵
に
沐
浴
す
と
な
り
。
雲



  

、
、
、

  

、
、

間
と
日
下
は
天
子
の
咫
尺
を
言
ふ
。
南
山
壽
、
天
子
の
爲
め
萬
壽
を
�
り
、
而
し
て
北
辰
�
ち

天
子
の
御
座
�
を
衞
護
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
徹
頭
徹
尾
、
天
皇
の
大
�
を
頌
讚
し
て
の
詩
な
り
。


